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中国の経済発展における東北地域の役割 １  

―ＧＴＩ関連諸国 ２ との貿易を中心に―

安田知絵

Ⅰ　はじめに

２０００年代に入ってから中国東北地域３の開発が推進され、この地域の地政学的重要性は
ますます高まっている。中国東北地域は、朝鮮民主主義人民共和国（以下では北朝鮮）、
ロシア、モンゴルと隣接しており、さらに韓国や日本など北東アジアの主要国と一緒に北
東アジア経済圏を形成する重要な地域である。特に、この地域の吉林省は、国連開発計画
（United Nations DevelopmentProgram；以下ではＵＮＤＰ）が１９９１年から推進している国
際協力事業である図們江地域開発計画（Tumen River Area DevelopmentProgram；以下では
ＴＲＡＤＰ）の中心地であり、北東アジアにおける貿易物流の中核地域でもある。ＴＲＡ
ＤＰは１９９０年代初期、図們江下流地域を国際的な自由貿易地域として開発するというＵＮ
ＤＰの構想から中国、ロシア、モンゴル、韓国、北朝鮮４の ５ か国が協定加盟国として参
加している多国間開発プロジェクトで、２００５年に広域図們江計画（Greater Tumen 

Initiative；以下ではＧＴＩ）５に外縁を拡張したが、加盟国の利害関係対立と北朝鮮をめ
ぐる国際情勢の変化などにより大きな進展は見られなかった。しかし、２０００年代後半から
中国、北朝鮮、ロシアを中心に積極的な経済協力が進むようになり、図們江流域の重要性
が再浮上している。特に中国政府が２００９年に『中国図們江地域協力開発計画要綱―長吉図
（長春、吉林、図們江）を開発開放先導区とする』（以下では「長吉図」）を国家戦略とし、
ＧＴＩと結び付けて大規模開発に乗り出したことにより、図們江地域は再び注目を浴びる
ようになった。更にロシア政府の極東・沿海州の開発、韓国政府の「ユーラシアイニシア
チブ」構想、モンゴルと日本の積極的な参加によりＧＴＩへの関心と期待は高まりつつあ
る。
こうした背景のもとで、本研究ではＧＴＩの優先開発分野６の一つである貿易に焦点を

あて、主に次のような二つの課題を取り上げている。一つ目は、中国東北地域とＧＴＩ関

１　本研究（の一部）は、平成２７年度科学研究費「基盤Ｃ（一般）２６３８０５９９、代表：高橋文行」の助成を受けたものである。
２　モンゴル、ロシア、北朝鮮、韓国、日本を指す。
３　黒龍江省、吉林省、遼寧省、内モンゴル自治区を指す。
４　北朝鮮は２００９年にＧＴＩから脱退した。
５　ＵＮＤＰは１９９１年から始まったＴＲＡＤＰを２００５年からは中国、モンゴル、ロシア、韓国の四ヵ国が参加した地域協議体として広域図們江計画（Ｇ
ＴＩ）としている。
６　ＧＴＩの２０１２⊖１５戦略計画（Strategic ActionPlan）には、ＧＴＩの交通・物流、貿易・投資、観光、エネルギー、環境など各分野別の協力戦略計画が
提示されており、この ５つの協力分野のうち、交通・物流と貿易・投資を最も重要であるとしている。
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連諸国との貿易に関する特徴を明らかにすること、二つ目は、東北地域と内陸地域との経
済的連携の実態を反映することで、中国の経済発展における東北地域の役割を考察するこ
とである。基本的には中国の東北地域を研究の空間範囲で指定するが、広義の研究範囲で
は、中国東北地域と隣接しているモンゴル、ロシア、北朝鮮、第二隣接国である日本、韓
国との貿易を分析の対象とする。本稿の構成は以下のとおりである。次のⅡ節では、ＧＴ
Ｉに関する先行研究を整理したうえで本研究の特徴を明らかにし、第Ⅲ節では、中国にお
けるＧＴＩの意義について概観する。第Ⅳ節では、東北地域の経済指標を観察し、省別貿
易データを用いて、東北地域を中心とした関連諸国との経済関係について分析を行い、第
Ⅴ節で結論を述べる。

Ⅱ　先行研究

これまでのＧＴＩに関する研究は、ＧＴＩプロジェクトの進捗状況と外部環境の影響を
受けており、ＧＴＩ全体に関する政策を中心とした総論的アプローチがほとんどであった。
ＧＴＩは多国間協力を通じた地域間協力であるため、政策的必要性によって１９９０年代初期
と２０００年代後半に入ってから政策研究機関、特に北東アジア地域と関連する研究機関を中
心に行われていた。代表的なのは日本のＥＲＩＮＡ７、ＪＩＩＡ８、韓国のＫＥＲＩ９、Ｋ
ＩＥＰ１０、ＫＩＮＵ１１、ＳＥＲＩ１２の研究者らによる研究が多く、李（２００３）、吉田（２００３）
と Qin・Park（２００５）らによるものである。これらの研究は主にＧＴＩの発足が持つ意義
と今後の発展のための必要な課題を扱っていた。こうした研究動向は、Shin（２０１４）が指
摘したように、ＧＴＩに関する研究は純粋な学術研究というよりも実用的な政策研究の性
格を持っているからである（Sin［２０１４］、　１１７頁）。特に国家単位の政策研究は、その研
究対象となる事業自体の進行速度と非常に密接に関連しており、それぞれの国は自国の立
場からＧＴＩの発足が持つ意義と今後の発展のための必要な課題の提示、そしてＧＴＩを
どのように活用するかについて扱っていた。
中国が２００９年に「長吉図」プロジェクトを本格化させたことにより、これらのプロジェ
クトがＧＴＩ開発にどのような影響を与えるか、そして各国の立場と思惑、中国などにつ
いての議論が大澤（２０１０）、張・譚（２０１０）、尹（２０１１）、ＳＥＲＩ（２０１２）、李（２０１３）、
Park（２０１４）らによって行われた。しかし、ＧＴＩの五つの協力分野の中で貿易・投資が
最も重要であると強調しているにも関わらず、この地域における貿易に関する研究は限ら

７　公益財団法人　環日本海経済研究所。
８　公益財団法人　日本国際問題研究所。
９　한국경제연구원（韓国経済研究院）。
１０　대외경제정책연구원（対外経済政策研究院）。
１１　통일연구원（統一研究院）。
１２　삼성경제연구소（サムスン経済研究所）。
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れた状況である。初期の研究の一つとしてＫＩＥＰ（２０１４）の研究者らによる研究が見ら
れるが、この研究では国レベルのデータで行った分析の限界により、貿易円滑化レベルを
過大評価した可能性があるとしている。彼らは、当該研究がこの地域における貿易に関す
る研究において貿易円滑化のための初期の貢献であると述べながらもＧＴＲ（Great 

Tumen Region）１３に含まれる地域のほとんどが当該国においては発展が遅れた地域である
ため、基礎統計と実証分析において、国レベルでの分析では限界があると指摘した（ＫＩ
ＥＰ［２０１３］、　２６頁）。
本研究の特徴は、中国東北地域を主な研究対象としながら、省別・産業別（ＨＳ ２桁）
貿易データを用いて、ＧＴＩ関連諸国との競合・補完関係について分析したうえで、東北
地域の貿易中継地としての役割を明らかにしようとしたところにある。

Ⅲ　中国におけるＧＴＩの意義

中国東北地域は、北朝鮮、ロシア、モンゴルと国境を接しており、海を通じて韓国、日
本など北東アジアの国々と地理的「距離」が近い関係にある。しかし、これまでの東北地
域は、これらの国との地政学的な葛藤のほか、他の沿海地域との経済連携はもちろんのこ
と、「図 １」で示すように、対外開放度を示す外資導入や対外貿易でも全国平均を下回る
など、立ち遅れた水準を見せてきた。いわゆる「東北現象」１４という現れで、９０年代後半
に論文や報道で多く用いられるようになった。つまり、改革・開放以来、東北地域は中央
政府の支援が減少し、これに伴う経済成長の鈍化と国有企業の経営成果の悪化などで整理
解雇が続出したため深刻な社会問題につながった。また、中国のＷＴＯ加盟後には農産品
の大量の積置、農業生産性の低下、農家収入の減少、農業発展の低迷などといった都市と
農村間の不均衡が深刻化している「新・東北現象」も現れた。このような東北地域経済の
全般的低下は、いくつかの地域レベルの問題というよりは、中国全体を脅かす失業、社会
保障問題、地域間格差、都市と農村の格差、産業の不均衡などの社会的不安定要因を含ん
でいて、中国政府が２０２０年に国家発展目標として設定した「全面小康社会」建設の深刻な
障害要因として認識された（ＫＩＥＰ［２０１３］、２６⊖２８頁）。
こうした状況を打開するため、東北地域を中国の第四の経済成長拠点として育成するこ
とを目標とし、経済成長拠点の北上（珠江デルタ→長江デルタ→渤海経済区）に応じて、

１３　含まれている地域は、中国東北地域に位置する、吉林省、黒龍江省、遼寧省、内モンゴル自治区、ロシアの沿海州（Primorsky　Krai）、モンゴルの東
部地域のドールノード（Dornod）、ヘンティ（Khentii）、スフバタル（Sukhbaatar）と韓国の江原道、慶尚北道、釜山市、蔚山市などを包括する東海岸地
域となる（ＫＩＥＰ［２０１４］、　１４頁）。
１４　東北地域は過去の新中国設立初期に旧ソ連の支援を受けた大型重化学工業プロジェクトと政府主導の重化学工業優先戦略をベースに計画経済時期の
中国の工業生産を主導して、中国経済の重要な役割を果たした。しかし、中国の改革・開放政策が本格化し、中国の経済成長は経済特区を中心とする東南部
沿海地域に集中した。また、沿海地域の高度成長と比べて、東北地域は国有企業を中心とした遅れた経済構造から脱することができないまま、新規投資さ
え正常に行われない状況が長く続き、東北地域の経済衰退と失業、そしてそれに伴う社会保障問題などが生じた現象を指している（王雄、徐雅雯［２００４］、
６ ⊖ ７ 頁）。
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東北地域を第四の成長拠点地域として成長させるために２００３年に「東北地区など老工業基
地振興」（以下では「東北振興」）が推進された。また、２００５年 ６ 月には「東北旧工業基地
の対外開放拡大の実施に関する意見」（通称３６号文件）が発表されて対外開放が東北振興
の主要な構成部分であり、主要な手段であると明記している。特にこの文書では、東北地
域政策に関連して、北朝鮮との「陸路・港湾・エリア一体化」プロジェクトとロシアとの
「陸路・港湾・税関一体化」プロジェクトなど国境地域の国々と国境を越えた地域間協力
推進方策が提起された１５。このことは、「東北振興」初期に国有企業の構造調整に主な焦
点を当てた政策推進の限界を認知しながら、東北地域の実質的な成長を引き出すための措
置として、対外開放の重要性を戦略的視野に盛り込んだとみることができ、これまで地方
政府レベルで模索していた対外開放と地域間協力を中央政府レベルへと新たに調節する必
要があったとみられ、「東北振興」は進化した形を示したといえよう。
こうした背景から中国政府は、東北地域と隣接する北朝鮮、ロシア、モンゴルはもちろ
んのこと、韓国、日本などの海洋を介して接近することができる北東アジア諸国との国境
を越えた地域間経済協力のための計画を具体化し始めた。これまでに東北地域の各省レベ
ルといった地方レベルで議論された「遼寧省発展計画」や「長吉図」開発計画がそれぞれ
国家級プロジェクトとして２００９年に対外的に公表された点を勘案すると、中国の緻密な国
家戦略として周辺諸国との意見調整を通じて国境を越えた地域間協力を推進しているとみ
ることができる。例えば、２００９年 ８ 月に中国国務院が国家戦略として正式に認可した「長
吉図」計画は「東北振興」のサブカテゴリとして国内開発と対外開放を連結する中心軸の
一つとして登場したもので、地域開発政策を国家級プロジェクトに格上げしたとみること
ができる。要するに、吉林省の長春と吉林を一体化して産業都市を作り、これを成長の背
後にして、延吉、龍井、図們を開発の前進基地とし、琿春と北朝鮮の羅津を提携して、対
外窓口にするという構想である。ＫＩＥＰが指摘しているように、この構想は、実質的に
「図們江地域合作開発」という計画の名称でも見られるように、１９９０年代初期にＵＮＤＰ
の主導で推進された「ＴＲＡＤＰ」と２０００年代半ば以降、これを承継した「ＧＴＩ」の延
長線上で、中国主導の国境を越えた地域提携開発を通じた国境貿易地帯の創設を究極の目
標としているのである。つまり、この計画は、中国の中央政府が初めて認可した国家級辺
境地域開発プロジェクトとして、その他辺境地域の国境を越えた地域間協力にも波及効果
を期待しているといえよう（ＫＩＥＰ［２０１３］、６２⊖６６頁）。
２０１２年に国家発展改革委によって発表された「東北振興 “十二五 ” 計画」（以下では「十
二五」）では、「東北振興」の実施 ５年間（２００５～２０１０年）で東北三省のＧＤＰは倍増し、
成長率は東部地域の平均を上回っていると評価している。例えば、２００５年の一人当たりＧ

１５　振兴东北网（http://chinaneast.xinhuanet.com/２００５⊖０８/０８/content_４６２６６２５.htm）。
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ＤＰを１５，３１８元から２０１０年には２１，８８９元と年平均７．４％の成長を目標として上げているが、
実際は、一人当たりＧＤＰが３３，３１２元で年平均成長率も１３．５％と当初の目標を大幅に上回
っている（国家発展改革委［２０１２］、 ２頁）。このようにＧＤＰ成長などにおいては一定の
成果を上げているが、「図 １～ ３」で示すように、外資誘致においては依然として東部地
域に集中しており、東北地域においては遼寧省を除いたその他地域は若干上昇傾向にはあ
るものの依然として低い水準であった。こうしたこともあり、「十二五」では、対外開放
を通じた周辺国との地域間協力の必要性から対外開放水準の全面的なレベルアップのため
に計画の具体的な目標として、 １）沿海・延辺（国境）を全面開放する新しい構造の構築、
２）北東アジアの対外開放に向けた重要な中枢作り、３）対外貿易の積極的発展、４）「引
進来」（外資導入）と「走出去」（対外投資）の一体的実施などと明確に提示した（国家発
展改革委［２０１２］、５９⊖６２頁）。更に、中国政府が２０１３年から推進中の「一帯一路」１６構想
では、国家発展改革委員会、外交部、商務部が２０１５年 ３ 月に発表した「シルクロード経済
ベルトと２１世紀海上シルクロードを推進し共に構築する構想と行動」おいて、重点地域と
して選定した１８地点に東北地域が含まれており、北東アジアにおける経済開発の「北に向
かって開かれた重要な窓口」として位置づけられた。この「重要な窓口」は日本海横断海
上航路にも繋がっている。この構想により、ユーラシア大陸に跨る多様な経済交流の促進
が期待されており、遼寧省では既に、ドイツの自動車部品をシベリア鉄道経由で瀋陽の自
動車工場に輸送するオペレーションが稼働している１７。要するに、「一帯一路」における
交通の便が改善されれば、域内の貿易は盛んになると予想され、「東北振興」は中国国内
の新たな成長拠点として東北地域を限定した地域開発の範囲を超え、徐々に対外開放の拡
大を通じた周辺国との地域間協力で北東アジア経済圏の構築に向けて進化する様相とみる
ことができる。
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図 １　中国における外資企業の対内直接投資（ＦＤＩ）

１６　２０１３年 ９ 月に、習近平国家主席がカザフスタンのナザルバエフ大学で演説した際、ユーラシア各国の経済提携をより緊密にし、相互協力をより深め、
経済発展を促すために、新しい協力モデルを生かし、共同で「シルクロード経済ベルト」を建設する構想を初めて打ち出した「习近平：共同建设 “丝
绸之路经济带 ”」２０１３．９．７．国务院新闻办公室网站。

　（http://www.scio.gov.cn/ztk/wh/slxy/gcyl １ /Document/１４４２４５９/１４４２４５９.htm）
１７　筆者が２０１５年 ７ 月に参加した「２０１５年日中経済協力会議―於遼寧」の会議内容にもとつく〈日中北東開発協会（２０１５）の報告書ｐ .３０を参照〉。
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出典：中国国家統計局（http://data.stats.gov.cn/）を元に著者作成
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図 ２　中国東北部へのＦＤＩの推移（件数）
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図 ３　中国東北部へのＦＤＩの推移（百万㌦）

Ⅳ　経済データによる分析

前節で概観したように中国は２０００年代半ば以降、東北地域を国家レベルの地域振興戦略
の対象と位置づけ、インフラ整備や対外開放などの具体策に取り組んできた。本節ではい
くつかの公式統計データと貿易データ（ＨＳ ２桁）を使って検証する。

１ 　経済指標でみた東北地域
まず、公式統計から東北地域の位置づけを確認したい。「表 １」で色付けされた欄（全
国平均より高い）が集中していることからも明らかなように、東北地域の平均ＧＤＰはそ
れぞれの期間において全国平均と主要沿海地域の平均を下回っているが、ＧＤＰ増加率を
みると、「東北振興」戦略実施後の期間である四年毎の平均ではそれぞれ１７．１％と１３．５％で、
全国平均（１５．８％、１３．４％）より高い水準である。これは主要沿海地域の平均増加率（１５．１％、
１０．９％）よりも高い。（佐野［２０１２］）によれば、こうした東北地域の高成長をもたらした
最大の要因は投資の急拡大であり、「東北振興」の推進に伴う発展潜在力上昇の可能性は
十分にある（佐野［２０１２］、１０５頁）１８。２００９年から２０１２年までの平均成長率において、主
要沿海地域が低いのは外資企業が多いため、リーマンショックの影響によるものと考えら
れる。ＧＤＰに占める第二次産業の割合と第二次産業に占める工業生産額も全国平均より
高く、主要沿海地域と変わらぬ割合で、ＧＤＰの半数近くが第二次産業に集中しているこ
とが分かる。しかし、実際の所得水準を示す一人当たり住民消費水準は全国平均よりも低
く、主要沿海地域の半分以下であり、都市と農村においても同水準であるなど、依然とし
て地域格差は大きい。
「表 ２」は２００９年から２０１２年までの地域別・企業形態別経済指標の四ヵ年平均値である。

１８　佐野は、一連の「東北振興」戦略の結果、どのような影響が東北 ３省にもたされたのかをいくつかの経済・社会指標を使って、Potential Indexによる
データ分析を行っている（佐野［２０１２］、８１⊖１０６頁）。
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この表でも明らかであるように、東北地域の平均賃金は３４，０９７元で全国平均の３８，６９０元よ
り低い水準であり、主要沿海地域（４６，８４３元）の平均賃金より １万元以上の差がある。ま
た一定規模以上（営業収入２，０００万元以上）の工業企業においても、その総資産、営業収入、
輸出額などでは全国平均を下回り、主要沿海地域と比べて大きな差がある。しかし、国有
企業に関しては主要沿海地域よりは低い水準ではあるものの、その総資産、営業収入、輸
出額などは全国平均より高い。特に営業利益率に関しては、東北地域のほうが平均１０％と、
主要沿海地域の６．１％より高い水準であり、このことは企業件数が少ない分、競合ライバ
ルも少ないことが影響していると考えられる。しかし、輸出額においては、遼寧省
（１，１１６億元）を除いた吉林省（６９億元）と黒龍江省（１２１億元）、内モンゴル（８５億元）は全
国平均（２５１億元）よりも少なく、主要沿海地域（平均７３１億元）と比較すると非常に低い
水準である。この傾向は国有企業に限らず、私営企業と外資企業の輸出額においても同じ
であり、一定規模以上の工業企業をみても全国平均（２，７７５元）が東北地域平均（８４４億元）
の約３．３倍、主要沿海地域平均は（１３，２９９億元）は約１６倍と、東北地域の輸出額はその他
地域と比べて非常に少ない。東北地域の中で遼寧省が突出しているのは、大連港、丹東港、
営口港などを保有していることで工業企業の輸出額が最も大きいとみられ、このことは、
北朝鮮や、ロシア、モンゴルと接する内陸地域である黒龍江省、吉林省、内モンゴルの場
合は保有港がないことから対外貿易においても深刻な影響を受けていることを示している。

表 東北地域，主要沿海地域の企業形態別経済指標（ ヵ年平均）

出典：中国国家統計局（ ）を元に筆者作成

２ 貿易データからみた東北地域

表 １　東北地域，主要沿海地域の経済指標（ ４ヵ年平均）
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表 東北地域，主要沿海地域の企業形態別経済指標（ ヵ年平均）

出典：中国国家統計局（ ）を元に筆者作成

２ 貿易データからみた東北地域

表 ２　東北地域，主要沿海地域の企業形態別経済指標（ ４ヵ年平均）

出典：中国国家統計局（http://data.stats.gov.cn/）を元に著者作成

２ 　貿易データからみた東北地域
ここでは、まず国・省レベルでの貿易位置を確認し、東北地域とＧＴＩ関連諸国との競
合・補完関係を貿易特化係数の関連から整理し、産業別の分析結果を示す。使用されたデ
ータは主に KITA.ORGが提供している省レベルの国別輸出入統計（ＨＳ ２桁）で、資料
源は中国税関総署となる１９。中国の東北地域とＧＴＩ関連諸国との貿易の特徴を具体的に
把握・整理するため、いくつかの貿易指標を用いて国別・省別・産業別に分析を行うことと
する。
まず、中国全体の貿易をみてみよう。「表 ３」で示すように、中国の最大の輸出国・地
域は２００８年から２０１２年まではアメリカ、香港、日本、韓国、ドイツなどの順であったが、
２０１３年には香港がアメリカを抜いて １位に変わった。これらの国・地域は輸出の ５割近く
を占めており、輸入においても ３割以上を占めていた。しかし、輸入においてはこれら上
位国・地域が占める割合は３６．５１％（２００８年）から３１．９３％（２０１３年）へと ５ポイント近く
減少している。香港を除くと、日本はアメリカに次ぐ第二位の輸出国で、最大の輸入相手
国でもある（２０１３年には韓国が １位）。東北地域と隣接しているモンゴル（６６位）、ロシア
（ ９位）、北朝鮮（５９位）との貿易ではその順位は高くないものの、中国貿易全体に占め
る割合では上昇傾向にあり、ＧＴＩ関連諸国との貿易では輸出では１５．８２％（２００８年）か

１９　한국무역협회（http://www.kita.net/）。
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ら１３．３４％（２０１３年）、輸入では同時期において２５．５３％から１９．７９％へと減少した。

次は東北地域の省レベルの貿易をみてみよう。「表 」は東北地域と 関連国との貿易

を示したものである。東北地域は，地理的特性上からその他地域と比べて 関連国との

貿易がより密接で，「表 」が示すように，黒龍江省による輸出の 割以上が 関連諸国

であり，その他東北地域も 割以上を占めている。輸入においては黒龍江省の 割以上，

内モンゴルの 割以上が 関連諸国だった。吉林省と遼寧省はそれぞれの輸出入におい

て， 関連国との貿易比重が相対的に低く，輸出では ％（ 年）から ％（

年），輸入では同期間において ％から ％へと縮小する一方，黒龍江省の輸入シェア

は ％から ％へと拡大しており，内モンゴルも同期間において 割以上を占めてい

た。このうち黒龍江省では隣接国のロシアからの輸入が ％（ 年）から ％（

年），輸出では同時期の ％から ％と非常に偏った貿易構造を示している。そして，

北朝鮮との貿易では，隣接する吉林省が輸出で ％（ 年），輸入では ％（ 年）

と最も高く，韓国と日本との貿易では吉林省と遼寧省が高い割合を示していた。このこと

は，遼寧省・吉林省には，韓国・日本からの直接投資が多く入っているからに他ならない。

総じていえば， 関連国とはいえ，東北地域は隣接している地理的「距離」が近い国との

貿易が活発に行われおり，年々上昇している傾向にある。

対世界への貿易総額でも示すように，東北地域の中で唯一港湾を保有している遼寧省と

内陸地域である吉林省，黒龍江省，内モンゴルの貿易規模では大きな差がある。特に，地

理的に北朝鮮と接し，北東アジア多国間協力の最適地としている図們江地域流域がある吉

表 ４　東北地域とＧＴＩ関連国との貿易

出典：한국무역협회（http://www.kita.net/）をもとに著者作成

ここでは，まず国・省レベルでの貿易位置を確認し，東北地域と 関連諸国との競合・

補完関係を貿易特化係数の関連から整理し，産業別の分析結果を示す。使用されたデータ

は主に が提供している省レベルの国別輸出入統計（ 桁）で，資料源は中国税

関総署となる 。中国の東北地域と 関連諸国との貿易の特徴を具体的に把握・整理する

ため，いくつかの貿易指標を用いて国別・省別・産業別に分析を行うこととする。

まず，中国全体の貿易をみてみよう。「表 」で示すように，中国の最大の輸出国・地域

は 年から 年まではアメリカ，香港，日本，韓国，ドイツなどの順であったが，

年には香港がアメリカを抜いて 位に変わった。これらの国・地域は輸出の 割近く

を占めており，輸入においても 割以上を占めていた。しかし，輸入においてはこれら上

位国・地域が占める割合は ％ 年 から ％ 年 へと ポイント近く減

少している。香港を除くと，日本はアメリカに次ぐ第二位の輸出国で，最大の輸入相手国

でもある（ 年には韓国が 位）。東北地域と隣接しているモンゴル（ 位），ロシア（

位），北朝鮮（ 位）との貿易ではその順位は高くないものの，中国貿易全体に占める割合

では上昇傾向にあり， 関連諸国との貿易では輸出では ％ 年 から ％

年 ，輸入では同時期において ％から ％へと減少した。

表 中国の貿易総額に占める主要国・地域の割合（単位：％）

表 東北地域と 関連国との貿易

                                                  
한국무역협회（ ）。

表 ３　中国の貿易総額に占める主要国・地域の割合（単位：％）

出典：한국무역협회（http://www.kita.net/）をもとに著者作成

次は東北地域の省レベルの貿易をみてみよう。「表 ４」は東北地域とＧＴＩ関連国との
貿易を示したものである。東北地域は、地理的特性上からその他地域と比べてＧＴＩ関連
国との貿易がより密接で、「表 ４」が示すように、黒龍江省による輸出の ５割以上がＧＴ
Ｉ関連諸国であり、その他東北地域も ３割以上を占めている。輸入においては黒龍江省の
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８ 割以上、内モンゴルの ６割以上がＧＴＩ関連諸国だった。吉林省と遼寧省はそれぞれの
輸出入において、ＧＴＩ関連国との貿易比重が相対的に低く、輸出では３９．２％（２００８年）
から３３．５％（２０１３年）、輸入では同期間において２３．５％から２１％へと縮小した。一方で、
黒龍江省の輸入シェアは８０．５％から８３．５％へと拡大しており、内モンゴルも同期間におい
て ６割以上を占めていた。このうち黒龍江省では隣接国のロシアからの輸入が７６．７％
（２００８年）から７９．９％（２０１３年）、輸出では同時期の３９．４％から５０．７％と非常に偏った貿
易構造を示している。また、北朝鮮との貿易では、隣接する吉林省が輸出で９．２％（２０１３年）、
輸入では１．７％（２０１３年）と最も高く、韓国と日本との貿易では吉林省と遼寧省が高い割
合を示していた。このことは、遼寧省・吉林省には、韓国・日本からの直接投資が多く入
っているからに他ならない。総じていえば、ＧＴＩ関連国とはいえ、東北地域は隣接して
いる地理的「距離」が近い国との貿易が活発に行われおり、年々上昇している傾向にある。
対世界への貿易総額でも示すように、東北地域の中で唯一港湾を保有している遼寧省と
内陸地域である吉林省、黒龍江省、内モンゴルの貿易規模では大きな差がある。特に、地
理的に北朝鮮と接し、北東アジア多国間協力の最適地としている図們江地域流域がある吉
林省は、海洋へのアクセシビリティには未だ限界を呈しており、輸出でも遼寧省と黒龍江
省より規模が小さい。とはいえ、リーマンショックによる２００９年の減少を除くと東北地域
の貿易額は輸出入ともに着実に伸びていることが確認できる。

３ 　貿易特化係数でみる補完関係
ここでは、東北地域と隣接諸国との競合・補完の関係を貿易特化係数の観点から整理し、
業種別に分析する。貿易特化係数は次式によって示される。

　　

林省は，海洋へのアクセシビリティには未だ限界を呈しており，輸出でも遼寧省と黒龍江

省より規模が小さい。とはいえ，リーマンショックによる 年の減少を除くと東北地域

の貿易額は輸出入ともに着実に伸びていることが確認できる。

３ 貿易特化係数でみる補完関係

ここでは，辺境地域と隣接諸国との競合・補完の関係を貿易特化係数の観点から整理し，

業種別に分析する。貿易特化係数は次式によって示される。

𝐶𝐶𝑖𝑖 = (∑ｘ𝑖𝑖𝑖𝑖
𝑖𝑖

−∑𝑀𝑀𝑖𝑖𝑖𝑖)
𝑖𝑖

/(∑ｘ𝑖𝑖𝑖𝑖
𝑖𝑖

+∑𝑀𝑀𝑖𝑖𝑖𝑖)
𝑖𝑖

ただし，𝐶𝐶𝑖𝑖 は当該国（中国の省・自治区）の 品目の貿易特化係数

𝑋𝑋𝑖𝑖𝑖𝑖 は当該国（中国の省・自治区） 品目の 国（ 関連諸国または世界）への輸出額

𝑀𝑀𝑖𝑖𝑖𝑖 は当該国（中国の省・自治区） 品目の 国（ 関連諸国または世界）からの輸入額

上式のとおり，貿易特化係数は，ある品目の輸出（輸入）超過額が当該品目の輸出入合

計額に占める比率を示したものである。貿易特化係数は－ ～＋ までの値をとり，競争力

をみる指標として使われる。各省・自治区の輸出品目が隣接諸国のそれに対して優位性が

高い場合 に近づき，逆に隣接国製品の優位性が高い場合は－ に近づき， に近い場

合は輸出と輸入が双方に行われていることを意味し，水平分業が行われているとみること

ができる。ここでは，産業別 貿易データを用いて，以下の五つに区分した。中国の東北地

域が①「優位な業種」（特化係数が 超），②「やや優位な業種」（ 以上 以下），③

「優位性が見極めにくい業種」（「 」 以上 以下）， 関連国が④「やや優位な業種」

（「 」 以上「 」 以下），⑤「優位な業種」（同「 」１以上「 」 未満）に区分し

た。

「表 」で示されているように，東北地域は，「化学・ゴム」「機械・電機」，「輸送・精密

機器」において，対世界との貿易で「優位性が見極めにくい」，またはそれ以上に優位性が

低いのに対し，北朝鮮，ロシア，モンゴルに対しては「優位な業種」がほとんどであり，

強い競争力をもっている。しかし，第二隣接国でありながら 加盟国である日本，韓国

との貿易では，これらの業種は競争力が弱い。特に遼寧省を除いたその他東北地域の競争

力が低い水準であることが明らかである。東北地域が競争力をもっているのは労働集約産

業である「農林水産物」と「皮革・繊維」であり，「鉱物・資源」はロシアとモンゴルが「優

位な業種」として目立った。

                                                  
農林水産物（ ～ ），鉱物・資源（ ～ ），化学・ゴム（ ～ ），皮革・繊維（ ～ ），

鉄鋼・金属（ ～ ），その他（ ～ ）と分類合計してから貿易特化係数を計算した。

ただし、Ciは当該国（中国の省・自治区）のｉ品目の貿易特化係数
Xijは当該国（中国の省・自治区）ｉ品目のｊ国（ＧＴＩ関連諸国または世界）
への輸出額
Mijは当該国（中国の省・自治区）ｉ品目のｊ国（ＧＴＩ関連諸国または世界）
からの輸入額

上式のとおり、貿易特化係数は、ある品目の輸出（輸入）超過額が当該品目の輸出入合
計額に占める比率を示したものである。貿易特化係数は－ １～＋ １までの値をとり、競争
力をみる指標として使われる。各省・自治区の輸出品目が隣接諸国のそれに対して優位性
が高い場合＋ １に近づき、逆に隣接国製品の優位性が高い場合は－ １に近づき、 ０に近い
場合は輸出と輸入が双方に行われていることを意味し、水平分業が行われているとみるこ
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とができる。ここでは、産業別２０貿易データを用いて、以下の五つに区分した。中国の東
北地域が①「優位な業種」（特化係数が０．６超）、②「やや優位な業種」（０．２以上０．６以下）、
③「優位性が見極めにくい業種」（「－」０．２以上０．２以下）、ＧＴＩ関連国が④「やや優位
な業種」（「－」０．６以上「－」０．２以下）、⑤「優位な業種」（同「－」１以上「－」０．６未満）
に区分した。
「表 ５」で示されているように、東北地域は、「化学・ゴム」「機械・電機」、「輸送・精
密機器」において、対世界との貿易で「優位性が見極めにくい」、またはそれ以上に優位
性が低いのに対し、北朝鮮、ロシア、モンゴルに対しては「優位な業種」がほとんどであ
り、強い競争力をもっている。しかし、第二隣接国でありながらＯＥＣＤ加盟国である日
本、韓国との貿易では、これらの業種は競争力が弱い。特に遼寧省を除いたその他東北地
域の競争力が低い水準であることが明らかである。東北地域が競争力をもっているのは労
働集約産業である「農林水産物」と「皮革・繊維」であり、「鉱物・資源」はロシアとモ
ンゴルが「優位な業種」として目立った。

表 対 関連国への東北地域別・産業別・貿特化係数

東北地域に競争力あり 相手国に競争力あり

他方，東北地域の「優位性が見極めにくい業種」と「やや優位な業種」と 関連国の

「やや優位な業種」は， 桁の同一カテゴリに属する製品が相互に輸出入されていること

を示している。例えば，吉林省と韓国・日本，遼寧省とロシアは「化学・ゴム」，遼寧省・

吉林省・黒龍江省と韓国，そして遼寧省と日本は「機械・電機」「輸送・精密機器」を中心

に産業内分業が行われているとみられ，この現象は東北地域から対世界，または 関連

国とは異なっていた。このことは，東北地域と 関連国との貿易においてそれぞれ競合・

補完関係にあることが，これらの貿易データによって裏付けられた。

４ 貿易中継地としての役割

この小節では，内モンゴルとモンゴル，黒龍江省とロシア，吉林省と 関連諸国との

輸出入上位 業種 桁 を確認し，これらの商品の全てが当該地域で生産し輸出されてい

るのか，そして輸入される商品のすべての商品が当該地域で消費されているかを，省レベ

ルのデータを用いて分析を行う。

まず，「表 」で示すように内モンゴルと隣接しているモンゴルとの上位 業種をみると，

輸出では「皮革・繊維」，「機械・電機」，「鉄鋼・金属」が ％（ 年）を占めており，

産業

省

内モンゴル
遼寧
吉林
黒竜江
内モンゴル
遼寧
吉林
黒竜江
内モンゴル
遼寧
吉林
黒竜江
内モンゴル
遼寧
吉林
黒竜江
内モンゴル
遼寧
吉林
黒竜江
内モンゴル
遼寧
吉林
黒竜江

世界

モンゴル

韓国

日本

化学・ゴム 機械・電機 輸送・精密機器

北朝鮮

ロシア

地域 国
農林水産物 皮革・繊維 鉱物・資源 鉄鋼・金属

注 

表 ５　対ＧＴＩ関連国への東北地域別・産業別・貿特化係数

出典：한국무역협회（http://www.kita.net/）をもとに著者作成

２０　農林水産物（ＨＳ０１～２４）、鉱物・資源（ＨＳ２５～２７）、化学・ゴム（ＨＳ２８～４０）、皮革・繊維（ＨＳ４１～６７）、鉄鋼・金属（ＨＳ６８～９２）、その他（Ｈ
Ｓ９３～９８）と分類合計してから貿易特化係数を計算した。。
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他方、東北地域の「優位性が見極めにくい業種」と「やや優位な業種」とＧＴＩ関連国
の「やや優位な業種」は、ＨＳ ２桁の同一カテゴリに属する製品が相互に輸出入されてい
ることを示している。例えば、吉林省と韓国・日本、遼寧省とロシアは「化学・ゴム」、
遼寧省・吉林省・黒龍江省と韓国、そして遼寧省と日本は「機械・電機」「輸送・精密機器」
を中心に水平分業が行われているとみられ、この現象は東北地域から対世界、またはＧＴ
Ｉ関連国とは異なっていた。このことは、東北地域とＧＴＩ関連国との貿易においてそれ
ぞれ競合・補完関係にあることが、これらの貿易データによって裏付けられた。

４ 　貿易中継地としての役割
この小節では、内モンゴルとモンゴル、黒龍江省とロシア、吉林省とＧＴＩ関連諸国と
の輸出入上位 ６業種（ＨＳ ２桁）を確認し、これらの商品の全てが当該地域で生産し輸出
されているのか、そして輸入される商品のすべての商品が当該地域で消費されているかを、
省レベルのデータを用いて分析を行う。
まず、「表 ６」で示すように内モンゴルと隣接しているモンゴルとの上位 ６業種をみると、
輸出では「皮革・繊維」、「機械・電機」、「鉄鋼・金属」が７７．１％（２０１１年）を占めており、
この中でも「皮革・繊維」が半数以上を占めている。また、輸入では「鉱物・資源」が約
９７％（２０１１年）を占めており、「皮革・繊維」と「農林水産物」はそれぞれ ２％と０．４％（２０１１年）
と極めて少ない。「表 ７」をみると黒龍江省からロシアへの輸出では「皮革・繊維」が ７
割以上を占め、「農林水産物」は４．３％（２０１１年）に過ぎず、輸入においては「鉱物・資源」
が ８割以上を占め、次いで「皮革・繊維」と「化学・ゴム」である。しかし、これらの輸
入に占める割合は１０％前後と少ない。このことは、貿易特化係数の結果からも明らかなよ

この中でも「皮革・繊維」が半数以上を占めている。また，輸入では「鉱物・資源」が約

％（ 年）を占めており，「皮革・繊維」と「農林水産物」はそれぞれ ％と ％（

年）と極めて少ない。「表７」をみると黒龍江省からロシアへの輸出では「皮革・繊維」が

割以上を占め，「農林水産物」は ％（ 年）に過ぎず，輸入においては「鉱物・資

源」が 割以上を占め，次いで「皮革・繊維」と「化学・ゴム」である。しかし，これら

の輸入に占める割合は ％前後と少ない。このことは，貿易特化係数の結果からも明らか

なように，モンゴルとロシアからは「鉱物・資源」の輸入がほとんどであり，輸出では「皮

革・繊維」を中心に行われていることが確認できる。また，貿易特化係数では「機械・電

機」，「輸送・精密機器」がロシアに対して強い競争力をもっているとみられていたが，輸

出上位 業種には入っていないことから実際の取引額は少ないと考えられる。

表 内モンゴルの対モンゴルへの輸出入上位 業種

表 黒龍江省の対ロシアへの輸出入上位 業種

表 ６　内モンゴルの対モンゴルへの輸出入上位 ６業種

出典：한국무역협회（http://www.kita.net/）をもとに著者作成
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うに、モンゴルとロシアからは「鉱物・資源」の輸入がほとんどであり、輸出では「皮革
・繊維」を中心に行われていることが確認できる。また、貿易特化係数では「機械・電機」、
「輸送・精密機器」がロシアに対して強い競争力をもっているとみられていたが、輸出上
位 ６業種には入っていないことから実際の取引額は少ないと考えられる。
次に、「東北振興」のサブカテゴリとして国内開発と対外開放を連結する中心軸である
吉林省の対ＧＴＩ関連諸国への輸出入上位業種をみてみよう。「表 ８」から「表１０」までは、
吉林省の対モンゴル、ロシア、北朝鮮の輸出入上位業種を示したものである。
対モンゴルへの輸出入では、その貿易額は少ないものの、輸出では「機械・電機」が約
８割、「農林水産物」が約 １割以上を占めており、上位の「機械・電機」の中でも鉄道用
以外の車両並びにその部分品及び付属品が８０．４％（２０１２年）を占めていた。輸入では、「農
林水産物」と「化学・ゴム」がほとんどで、その中でも「農林水産物」の割合が最も高か
った。対ロシアへの輸出入上位業種をみると、黒龍江省とロシアの貿易の特徴で見られた
ように、輸出では「皮革・繊維」が上位を占め、続いて「機械・電機」が多く、輸入では

出典：한국무역협회（http://www.kita.net/）をもとに著者作成

この中でも「皮革・繊維」が半数以上を占めている。また，輸入では「鉱物・資源」が約

％（ 年）を占めており，「皮革・繊維」と「農林水産物」はそれぞれ ％と ％（

年）と極めて少ない。「表７」をみると黒龍江省からロシアへの輸出では「皮革・繊維」が

割以上を占め，「農林水産物」は ％（ 年）に過ぎず，輸入においては「鉱物・資

源」が 割以上を占め，次いで「皮革・繊維」と「化学・ゴム」である。しかし，これら

の輸入に占める割合は ％前後と少ない。このことは，貿易特化係数の結果からも明らか

なように，モンゴルとロシアからは「鉱物・資源」の輸入がほとんどであり，輸出では「皮

革・繊維」を中心に行われていることが確認できる。また，貿易特化係数では「機械・電

機」，「輸送・精密機器」がロシアに対して強い競争力をもっているとみられていたが，輸

出上位 業種には入っていないことから実際の取引額は少ないと考えられる。

表 内モンゴルの対モンゴルへの輸出入上位 業種

表 黒龍江省の対ロシアへの輸出入上位 業種表 ７　黒龍江省の対ロシアへの輸出入上位 ６業種

出典：한국무역협회（http://www.kita.net/）をもとに著者作成

次に，「東北振興」のサブカテゴリとして国内開発と対外開放を連結する中心軸である吉

林省の対 関連諸国への輸出入上位業種をみてみよう。「表 」から「表 」までは，吉

林省の対モンゴル，ロシア，北朝鮮の輸出入上位業種を示したものである。

対モンゴルへの輸出入では，その貿易額は少ないものの，輸出では「機械・電機」が約

割，「農林水産物」が約 割以上を占めており，上位の「機械・電機」の中でも鉄道用以外

の車両並びにその部分品及び付属品が ％（ 年）を占めていた。輸入では，「農林

水産物」と「化学・ゴム」がほとんどで，その中でも「農林水産物」の割合が最も高かっ

た。対ロシアへの輸出入上位業種をみると，黒龍江省とロシアの貿易の特徴で見られたよ

うに，輸出では「皮革・繊維」が上位を占め，続いて「機械・電機」が多く，輸入では「鉱

物・資源」が 割近く（ 年）を示していた。この他に「農林水産物」の輸入が目立っ

た。対北朝鮮への輸出では「農林水産物」，「皮革・繊維」，「機械・電機」が上位を占めて

おり，輸出全体の 割前後を占めていた。吉林省の全体では，北朝鮮との貿易において遼

寧省に比べて低いのは，遼寧省の中朝国境都市である丹東で中朝貿易の ％が行われるな

ど，北朝鮮との交易ルートに制限があるためである。輸入では，「農林水産物」，「鉱物・資

源」，「鉄鋼・金属」などの資源関連が全体の 割近くを占めていた。

表 吉林省の対モンゴルへの輸出入上位 業種

表 吉林省の対ロシアへの輸出入上位 業種

表 ８　吉林省の対モンゴルへの輸出入上位 ６業種
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「鉱物・資源」が ７割近く（２０１１年）を示していた。この他に「農林水産物」の輸入が目
立った。対北朝鮮への輸出では「農林水産物」、「皮革・繊維」、「機械・電機」が上位を占
めており、輸出全体の ４割前後を占めていた。吉林省の全体では、北朝鮮との貿易におい
て遼寧省に比べて低いのは、遼寧省の中朝国境都市である丹東で中朝貿易の４０％が行われ
るなど、北朝鮮との交易ルートに制限があるためである。輸入では、「農林水産物」、「鉱
物・資源」、「鉄鋼・金属」などの資源関連が全体の ９割近くを占めていた。
第二隣接国である韓国・日本との輸出入上位業種では、「表１１」と「表１２」で示してい
るようにモンゴル、ロシア、北朝鮮とは異なる傾向を見せていた。例えば、韓国への輸出
上位業種は「機械・電機」が１６．２％（２０１２年）、労働集約産業である「農林水産物」と「皮

出典：한국무역협회（http://www.kita.net/）をもとに著者作成

表 吉林省の対北朝鮮への輸出入上位 業種

第二隣接国である韓国・日本との輸出入上位業種では，「表 」と「表 」で示してい

るようにモンゴル，ロシア，北朝鮮とは異なる傾向を見せていた。例えば，韓国への輸出

上位業種は「機械・電機」が ％（ 年），労働集約産業である「農林水産物」と「皮

革・繊維」が ％（ 年）を占めており，輸入では「鉄鋼・金属」，「機械・電機」，「化

学・ゴム」が 割近くを占めていた。また，日本との輸出においても「農林水産物」と「皮

革・繊維」が上位 業種となっており，輸入では「機械・電機」，「鉄鋼・金属」が上位を

占め，輸入の ％（ 年）を示していた。このことは，貿易特化係数の「表 」でも

明らかとなったように，韓国・日本といった先進国は「機械・電機」などといった先端産

業の優位性が高く，吉林省は労働集約産業である「農林水産物」，「皮革・繊維」などにお

いて優位性が高いことが再びこれらのデータから読み取れた。

表 吉林省の対韓国への輸出入上位 業種

表 ９　吉林省の対ロシアへの輸出入上位 ６業種

出典：한국무역협회（http://www.kita.net/）をもとに著者作成

表 吉林省の対北朝鮮への輸出入上位 業種

第二隣接国である韓国・日本との輸出入上位業種では，「表 」と「表 」で示してい

るようにモンゴル，ロシア，北朝鮮とは異なる傾向を見せていた。例えば，韓国への輸出

上位業種は「機械・電機」が ％（ 年），労働集約産業である「農林水産物」と「皮

革・繊維」が ％（ 年）を占めており，輸入では「鉄鋼・金属」，「機械・電機」，「化

学・ゴム」が 割近くを占めていた。また，日本との輸出においても「農林水産物」と「皮

革・繊維」が上位 業種となっており，輸入では「機械・電機」，「鉄鋼・金属」が上位を

占め，輸入の ％（ 年）を示していた。このことは，貿易特化係数の「表 」でも

明らかとなったように，韓国・日本といった先進国は「機械・電機」などといった先端産

業の優位性が高く，吉林省は労働集約産業である「農林水産物」，「皮革・繊維」などにお

いて優位性が高いことが再びこれらのデータから読み取れた。

表 吉林省の対韓国への輸出入上位 業種

表１０　吉林省の対北朝鮮への輸出入上位 ６業種
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革・繊維」が４６．６％（２０１２年）を占めており、輸入では「鉄鋼・金属」、「機械・電機」、「化
学・ゴム」が ８割近くを占めていた。また、日本との輸出においても「農林水産物」と「皮
革・繊維」が上位 ６業種となっており、輸入では「機械・電機」、「鉄鋼・金属」が上位を
占め、輸入の９１．７％（２０１２年）を示していた。このことは、貿易特化係数の「表 ５」でも
明らかとなったように、韓国・日本といった先進国は「機械・電機」などといった先端産

表 吉林省の対日本への輸出入上位 業種

出典：「表 」から「表 」までは한국무역협회（ ）をもとに筆者作成

最後に，東北地域で輸出入される商品の全てが，当該地域で生産され，輸入される製品

も当該地域で消費されているかを確認すべく，省レベルの貿易データを用いて分析を行っ

た。ここでは，中国国家統計局に二種類の貿易データがあることに注目し，「図 」のよう

な貿易中継地としての東北地域のイメージ図を作成した。二種類の貿易データというのは，

その地域（省・自治区）における輸出・輸入額と当該地域の地場輸出額，または最終消費

財輸入額であり，このデータを用いて計算することによって東北地域の貿易中継額が分か

る。

表１１　吉林省の対韓国への輸出入上位 ６業種

出典：한국무역협회（http://www.kita.net/）をもとに著者作成

出典：한국무역협회（http://www.kita.net/）をもとに著者作成

表 吉林省の対日本への輸出入上位 業種

出典：「表 」から「表 」までは한국무역협회（ ）をもとに筆者作成

最後に，東北地域で輸出入される商品の全てが，当該地域で生産され，輸入される製品

も当該地域で消費されているかを確認すべく，省レベルの貿易データを用いて分析を行っ

た。ここでは，中国国家統計局に二種類の貿易データがあることに注目し，「図 」のよう

な貿易中継地としての東北地域のイメージ図を作成した。二種類の貿易データというのは，

その地域（省・自治区）における輸出・輸入額と当該地域の地場輸出額，または最終消費

財輸入額であり，このデータを用いて計算することによって東北地域の貿易中継額が分か

る。

表１２　吉林省の対日本への輸出入上位 ６業種
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業の優位性が高く、吉林省は労働集約産業である「農林水産物」、「皮革・繊維」などにお
いて優位性が高いことが再びこれらのデータから読み取れた。
最後に、東北地域で輸出入される商品の全てが、当該地域で生産され、輸入される製品
も当該地域で消費されているかを確認すべく、省レベルの貿易データを用いて分析を行っ
た。ここでは、中国国家統計局に二種類の貿易データがあることに注目し、「図 ４」のよ
うな貿易中継地としての東北地域のイメージ図を作成した。二種類の貿易データというの
は、その地域（省・自治区）における輸出・輸入額と当該地域の地場輸出額、または最終
消費財輸入額であり、このデータを用いて計算することによって東北地域の貿易中継額が
分かる。

図 貿易中継地としての東北地域のイメージ

出典：著者作成

１）当該地域の総輸入額 － 当該地域の最終消費財輸入額 ＝ ①中継輸入額

２）当該地域の総輸出額 － 当該地域の地場輸出額 ＝ ②中継輸出額

要するに，上記の式のように，１）当該地域（東北地域または主要沿海地域）の総輸入

額から当該地域最終消費財輸入額（消費拠点）を引いたものがその他地域（中国のその他

地域）への調達輸入額となり，２）当該地域（東北地域または主要沿海地域）の総輸出額

から当該地域の地場輸出額（製造拠点）を引いたのがその他地域（中国のその他地域）か

らの調達輸出額となる。この式の結果に基づいて作成したのが「図 」と「図 」である。

図 東北地域の貿易 （単位：百万㌦） 図 主要沿海地域の貿易

出典：中国国家統計局（ ）を元に著者作成

「図 」から読み取れるのは，東北地域は輸出において 年頃からその他地域からの

調達額が拡大しており，輸入される製品も 年以降に入ってからその他地域への調達額

が増えており， 年のリーマンショックにより 年には若干落ち込むが，それ以降も

貿易中継地としての役割を拡大していることが確認できる。一方で，「図 」が示す主要沿
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図 ４　貿易中継地としての東北地域のイメージ

出典：著者作成

１）当該地域の総輸入額　―　当該地域の最終消費財輸入額　＝　①中継輸入額
２）当該地域の総輸出額　―　当該地域の地場輸出額　＝　②中継輸出額

要するに、上記の式のように、 １）当該地域（東北地域または主要沿海地域）の総輸入
額から当該地域最終消費財輸入額（消費拠点）を引いたものがその他地域（中国のその他
地域）への調達輸入額となり、 ２）当該地域（東北地域または主要沿海地域）の総輸出額
から当該地域の地場輸出額（製造拠点）を引いたのがその他地域（中国のその他地域）か
らの調達輸出額となる。この式の結果に基づいて作成したのが「図 ５」と「図 ６」である。
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図 貿易中継地としての東北地域のイメージ

出典：著者作成

１）当該地域の総輸入額 － 当該地域の最終消費財輸入額 ＝ ①中継輸入額

２）当該地域の総輸出額 － 当該地域の地場輸出額 ＝ ②中継輸出額

要するに，上記の式のように，１）当該地域（東北地域または主要沿海地域）の総輸入

額から当該地域最終消費財輸入額（消費拠点）を引いたものがその他地域（中国のその他

地域）への調達輸入額となり，２）当該地域（東北地域または主要沿海地域）の総輸出額

から当該地域の地場輸出額（製造拠点）を引いたのがその他地域（中国のその他地域）か

らの調達輸出額となる。この式の結果に基づいて作成したのが「図 」と「図 」である。

図 東北地域の貿易 （単位：百万㌦） 図 主要沿海地域の貿易

出典：中国国家統計局（ ）を元に著者作成

「図 」から読み取れるのは，東北地域は輸出において 年頃からその他地域からの

調達額が拡大しており，輸入される製品も 年以降に入ってからその他地域への調達額

が増えており， 年のリーマンショックにより 年には若干落ち込むが，それ以降も

貿易中継地としての役割を拡大していることが確認できる。一方で，「図 」が示す主要沿
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１）当該地域の総輸入額 － 当該地域の最終消費財輸入額 ＝ ①中継輸入額

２）当該地域の総輸出額 － 当該地域の地場輸出額 ＝ ②中継輸出額

要するに，上記の式のように，１）当該地域（東北地域または主要沿海地域）の総輸入

額から当該地域最終消費財輸入額（消費拠点）を引いたものがその他地域（中国のその他

地域）への調達輸入額となり，２）当該地域（東北地域または主要沿海地域）の総輸出額

から当該地域の地場輸出額（製造拠点）を引いたのがその他地域（中国のその他地域）か

らの調達輸出額となる。この式の結果に基づいて作成したのが「図 」と「図 」である。

図 東北地域の貿易 （単位：百万㌦） 図 主要沿海地域の貿易
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図 ５　東北地域の貿易 図 ６　主要沿海地域の貿易

出典：中国国家統計局を元に著者作成

（単位：百万㌦）

「図 ５」から読み取れるのは、東北地域は輸出において２００５年頃からその他地域からの
調達額が拡大し、輸入される製品も２０００年以降に入ってからその他地域への調達額が増え
ており、２００８年のリーマンショックにより２００９年には若干落ち込むが、それ以降も貿易中
継地としての役割を拡大していることが確認できる。一方で、「図 ６」が示す主要沿海地
域２１の輸出入をみると、主要沿海地域は東北地域と異なって依然として「製造拠点」と「消
費拠点」としての役割を果たしていた。以上のことから、これまでに中国の貿易中継地と
いうと香港が有名であるが、今回の研究を通じて、中国の辺境地域である東北地域も貿易
中継地としての役割を果たしていることがこれらのデータによって明らかとなった。

Ⅴ　結びに代えて

本研究では、中国におけるＧＴＩの意義について概観したうえでＧＴＩの優先開発分野
の一つである貿易に焦点を当て、中国東北地域とＧＴＩ関連諸国との貿易に関する特徴を
明らかにし、東北地域と内陸地域との経済的連携の実態を反映することで、中国の経済発
展における東北地域の役割について考察した。
主に次のような四つの結果が得られた。
１）近年、中国政府の「東北振興」「長吉図」「遼寧省発展計画」などの政策推進に伴っ

て、東北地域の発展潜在力の上昇の可能性はより高まっており、既存の省レベルの開発計
画からモンゴル、ロシア、北朝鮮などの隣接国との地域間協力事業の形態が具体化される
ことによってＧＴＩ事業の活性化が見込まれる。更に、中国の東北地域は新たな「出海」
通路を確保することで、東北地域の製品を主要消費地である東南沿海地域へはもちろんの
こと、韓国・日本まで輸送することが可能となり、対外開放の促進を介して、莫大な社会
的・経済的利益を期待することができよう。
２）（加藤［２００３］）が指摘したように、北東アジアの「特殊性」は過大評価されており、

２１　山東省、上海、江蘇省、浙江省、広東省を指す。
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多様性という側面では、経済発展レベルの違いはむしろ相互依存にとって有利な条件であ
る。制度的な意味での地域統合という観点からは、域内での格差は統合を妨げる障碍とな
るが、自然発生的な経済的な結びつきの深まりという意味で、この地域の相互依存を捉え
るならば、経済格差の存在は決して相互交流にマイナスとはならない２２。このことは、本
文の経済指標からも確認されたように、東北地域は低廉な労働力と中央政府による投資拡
大に伴う発展潜在力の上昇により、賃金高騰に苦しむ沿岸部の外資企業または中国企業
（国有・民間）が海外（東南アジアなど）へとシフトするのと遜色のない経済性を秘めて
おり、雇用の創出といった政治的メリットの点からも、十分な競争力を有していると考え
る。
３）貿易データの分析からも分かるように、東北地域とＧＴＩ関連諸国は相互に優位な

業種の補完関係によって支えられており、東北地域は中国本土において貿易中継地として
の役割を果たすなど、その中継額も年々拡大していた。こうしたことから、ＧＴＩにおけ
る地域間の経済協力では、東北地域との補完関係という視点から再評価を行う必要がある。
東北地域との相互補完という視点からみると、東北地域は労働集約産業である「皮革・繊
維」、「農林水産物」と労働力、モンゴルは「鉱物・資源」、ロシアは「鉱物・資源、農林
水産物」、北朝鮮は「農林水産物、鉱物・資源、皮革・繊維」と労働力、韓国は「鉄鋼・
金属、化学・ゴム、機械・電機」と資本・技術、日本は「機械・電機、鉄鋼・金属、輸送
・精密機器」と資本・先端技術が、重要な役割を果たすと考えられ、その中核にある東北
地域の経済発展は大きな可能性を潜めている。
４）東北地域における中継貿易額の拡大は、単に東北地域の需要を満たしているのみな

らず、中国の内陸地域、そしてＧＴＩ関連諸国の国内市場とも密接にリンクしている現状
を表しており、対世界への貿易において競争力が弱い産業が対隣接国へは競争力が強いと
いう結果は、この分野において、国際競争力の低い中国製品であっても購買力の低い隣接
国に対しては重要な輸出製品となっていることが示唆される。こうした意味で、東北地域
の貿易中継地としての役割は、内陸産業に新しい市場を提供することとなり、中国経済に
のみ有益なものではなく、東北地域をはじめとするＧＴＩ関連諸国の地域経済発展にも寄
与するものと考えられ、地域間協力の進展に伴って、中国におけるバランスの取れた経済
発展へのインパクトはいっそう強まると予測される。

２２　図們江地域開発の頓挫は、多国間協力という枠組みを実施することの困難さに加え、この地域の「特殊性」が深く関係していると指摘されていると
しているが、ここでの「特殊性」は、歴史性（東西対立が生み出した北朝鮮半島の分断など）、多様性（経済システム、経済格差、文化の多様性など）、
周辺性（東アジアの周辺部で「奇跡」から取り残された地域）を指しており、著者はこの「特殊性」が過大評価されていると指摘している（加藤［２００３］、
１８６⊖１９４頁）。
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